江戸の気象学、明逸『通機図解』 : 雲の形を見て、気象を予測する by 膽吹, 覚
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である。丁数は序文 4 丁、本文 43 丁、計 47 丁。表
紙見返しは白紙。巻頭に「通機図解序」を置く。序
文は漢文体で、半丁 5 行 1 行 12 文字で 3 丁半ある。
その末尾には「宝暦九年十月廿一日、明月道人明一
寓浪華願慶閣識」と記されている。「明道道人」は
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大旱である。短ければ 10 日、90 日は雨が降らない。




























戸科学古典叢書』第 22 巻（恒和出版、昭和 52 年刊。
本学総合図書館書庫に配架）にその影印本が収録さ
れていることを記しておく。
